
　天明７年（1787年）、二宮尊徳は現在の神奈川県小田原市
に生まれました。少年時代に両親を亡くすなどの苦労もしま
したが、持ち前の勤勉さで一家の再建を果たします。36歳で
その手腕を認められた尊徳は、小田原藩主から桜町領（現在
の真岡市）の復興を命じられます。そして『報徳仕法』の考え
に基づいた「至誠」「勤労」「分度」「推譲」の四つの教えを村人に
浸透させながら見事に村を復興させたのです。
　この桜町で過ごした期間は、尊徳がもっとも充実していた
時期で、報徳仕法の実践とともにその名は全国へ知れ渡りま
した。

二宮尊徳と真岡市

ほかにも…

久保講堂 真岡高校記念館
　前身は明治33年（1900
年）に開校した県立第三中
学校。板張りペンキ塗りの
外壁と上げ下げ窓などの洋
風建築です。（校内にあるため
観覧はできません。）

　尊徳没後50年の明治38年
（1905年）に、遺徳を偲び桜町
陣屋内に創建された神社。没
後80年を記念して現在の位置
に社殿を新築しました。

桜町二宮神社

　真岡のまちの復興に努める姿を表した像が
資料館前に建てられています。

二宮尊徳像

桜町陣屋跡
　二宮尊徳の偉業を紹介す
るとともに、尊徳ゆかりの
品々を展示しています。

二宮尊徳資料館
さくらまち   じんやあと

にのみや そんとく

　二宮尊徳が26年間、家族とと
もに暮らし、桜町領の復興事業を
行った役所跡。近くには尊徳資料
館もあり、春になると桜町の名の
とおり、桜の花が咲き誇ります。 　　　 111ページ参照所 電

　　　 111ページ参照所 電

　帝国ホテルなどを手掛け
た遠藤新氏の設計による旧
真岡小学校の講堂。文化祭
のギャラリー展、児童生徒
の美術展などが開催されて
います。
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